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営業に必要な３つの力

１． 集中力…自分自身ではなく、相手をいかに

 集中させるか。そして自分だけに注目させる力。

２． 会話力…一方的におしゃべりするのではなく、

 双方向で話し合う力。

３． 渦潮力…相手を自分の流れに巻き込む力。


